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梅津五郎画伯遺作展開催
　11月15日から24日まで、中央公民館において、白鷹町出身の洋画家梅津五郎画伯の遺作展が開かれました。

（詳しくは３ページ）
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

白
鷹
の
今
後

　

基
調
講
演
で
は
、
今
年
度
進
め

て
い
る
「
し
ら
た
か
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
」
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
も
あ
る
東
北
公
益
文
科
大

学
の
小
松
隆
二
学
長
が
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
と
白
鷹
の
今
後
」
と

題
し
講
演
。「
ま
ち
づ
く
り
と
は
何

か
」「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
」

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
」
な
ど
に

つ
い
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

外
国
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
白
鷹
町
の
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
自
然

や
歴
史
、
景
観
な
ど
町
の
持
つ
資

源
を
生
か
し
な
が
ら
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
町
民
一
人
ひ
と
り
が
義
務
と
し

て
で
は
な
く
、
権
利
と
し
て
、
そ

し
て
楽
し
く
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
創
る
白
鷹
の
未
来

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

「
考
え
て
み
よ
う　

み
ん
な
で
創

る
白
鷹
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
橋

本
光
記
町
長
、
白
鷹
町
日
本
語
学

校
代
表
・
疋
田
美
津
子
さ
ん
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
副

会
長
・
工
藤
浩
子
さ
ん
を
パ
ネ
ラ

ー
と
し
て
、
小
松
隆
二
学
長
の
進

行
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
町
長
か
ら
は
、
県
内
各
地

で
生
活
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、

白
鷹
町
の
協
働
体
制
が
先
進
的
で

あ
る
点
が
報
告
さ
れ
、
今
後
、
少

子
高
齢
化
や
厳
し
い
社
会
経
済
情

勢
の
中
に
あ
っ
て
も
前
向
き
で
夢

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
み
ん
な
で
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
と

い
う
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

疋
田
代
表
か
ら
は
、
東
京
か
ら

白
鷹
町
に
転
居
し
て
の
感
想
や
日

本
語
学
校
の
活
動
状
況
な
ど
が
報

告
さ
れ
、
川
崎
市
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
事
例
な
ど
を
交
え
、
雇
用
の

創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
コ
ス
ト
化
な
ど

の
面
か
ら
、
今
後
の
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
）
活
動
の
大
切
さ
、
必

要
性
な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
藤
副
会
長
か
ら
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
で
の
検

討
状
況
の
ほ
か
、
障
害
児
を
一
時

的
に
託
せ
る
施
設
「
薫か

ぜ風
の
家
」

の
運
営
か
ら
始
ま
っ
た
「
お
か
え

り
な
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
活
動
を

踏
ま
え
、
お
ま
か
せ
・
お
ん
ぶ
か

ら
の
脱
却
、
行
政
に
頼
り
過
ぎ
な

協
働
�
�
�
�
�
�
�
考
�
�
�

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催　

�

�
�
�
住
�
�
�
白
鷹
町
�
�
�
�
�
創
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
住
民
�
行
政
�
�
�

立
場
�
�
�
�
�
�
今
後
何
�
�
�
�
�
�
�
良
�
�
�
�
�
�
�
考
�
�
�
�
�
�
�
�

�
11
月
�
日
�
健
康
福
祉
�
�
�
�
�
開
催
�
�
�
�
�
�
基
調
講
演
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
通
�
�
�
参
加
�
�
約
�
�
�
人
�
今
後
�
�
�
�
�
�
�
必
要
�
�
�
�
�

�
�
自
�
活
動
�
�
�
�
�
重
要
性
�
�
�
�
�
�
�
再
認
識
�
�
�
�
�

い
事
業
運
営
、
側
面
か
ら
の
行
政

支
援
、
活
動
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
必
要
な
場
合
に

虚
弱
高
齢
者
を
安
心
し
て
託
す
こ

と
が
で
き
る
「
託
老
所
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
設
置
運
営
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
事
例
が
紹
介

さ
れ
、
ま
た
、「
夢
の
あ
る
事
業
を

行
政
と
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
進

め
て
行
き
た
い
も
の
だ
。」と
い
っ

た
力
強
い
ご
意
見
も
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　シンポジウムの詳細は、白鷹町のホーム

ページでもご覧いただけます。

http://www.town.shirataka.yamagata.jp/

　企画課でシンポジウムの記録集も準備し

ていますので、必要なかたはお出でください。

■問い合わせ　

　企画課　企画・鮎貝まちづくり推進係　

　☎85－6123　担当：菅原、大木

疋田美津子さん
白鷹町日本語学校代表

小松隆二さん
東北公益文科大学学長

工藤浩子さん
協働のまちづくり
検討委員会副会長
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梅
津
五
郎
画
伯
遺
作
展
開
催

　

梅
津
画
伯
は
、
浅
立
生
ま
れ
。

昭
和
14
年
か
ら
、
東
光
会
初
代
理

事
長
の
森
田
茂
氏
に
師
事
し
、
昭

和
21
年
の
日
展
初
入
選
以
来
、
洋

画
界
で
名
声
を
高
め
ら
れ
、
東
光

会
理
事
長
や
日
展
参
与
な
ど
を
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。 

　

遺
作
展
で
は
、
生
前
、
町
に
寄

贈
い
た
だ
い
た
作
品
１
０
４
点
の

中
か
ら
日
展
や
東
光
展
の
出
展
作

を
中
心
と
し
た
61
点
の
ほ
か
、
絵

の
具
や
筆
な
ど
の
遺
品
も
公
開
さ

れ
ま
し
た
。 

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
遺
族
の
か
た
も
参

加
さ
れ
、
ピ
ア
ノ
演
奏

が
流
れ
る
中
、
生
前
の

録
画
映
像
を
見
て
故
人

を
し
の
び
ま
し
た
。
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
長
男

の
伸
一
さ
ん
は
「
白
鷹

町
で
生
ま
れ
育
っ
た
梅

津
五
郎
の
作
品
を
愛
し

て
ほ
し
い
。」と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

　

24
日
ま
で
の
10
日
間

で
、
約
１
７
０
０
人
の

か
た
が
た
に
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

11
月
15
日
�
�
24
日
�
�
中
央
公
民
館
�
�
�
�
�
白
鷹
町
出
身
�
�
今
年
�
月

�
83
歳
�
亡
�
�
�
�
洋
画
家
梅
津
五
郎
画
伯
�
遺
作
展
�
開
催
�
�
�
�
�
� 

本
人
確
認
�
�
協
力
�
�
�
�

　

最
近
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
偽
造
さ
れ
た
婚
姻
届
が
提
出
さ
れ
る

な
ど
の
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
で
発
行
す
る
課
税

証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書
な
ど
が
不
正
に
使
用
さ
れ
る
と

い
っ
た
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
虚
偽
届
出
、
不
正
交
付
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
窓
口
で
本
人
確
認
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
戸
籍
届
出
を
窓
口
に
持
参
さ
れ
る
か
た
や
税
務
関
係
証
明
書

の
請
求
に
お
出
で
に
な
る
か
た
は
、
あ
ら
か
じ
め
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

戸
籍
届
出

�
対
象
�
�
�
届
出
�
婚
姻
届
�
離
婚
届
�
養
子
縁
組
届
�
養
子
離
縁
届

�
対
象
者
�
�
�
�
�
届
書
�
窓
口
�
持
参
�
�
�
�
�

�
必
要
�
証
明
書
�
�
運
転
免
許
証
�
�
�
�
�
�
�
住
基
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
顔
写
真
�
貼
付
�
�
�
身
分
証
明
書

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
官
公
署
発
行
�
�
�
�

�
身
分
証
明
書
�
�
持
�
�
�
�
�
�
本
人
確
認
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
届
出
人
�
�
�
�
後
日
郵
送
�
届
書
�
提
出
�
�
�
旨
�
通

�

知
�
�
�
�
�

�
問
�
合
�
��

町
民
課
戸
籍
年
金
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

税
務
関
係
証
明
書
の
請
求

�
対
象
�
�
�
請
求
�
税
務
関
係
証
明
書
全
般

�
対
象
者
�
�
�
�
�
請
求
�
来
�
�
�
�
�

�
必
要
�
証
明
書
�
�
運
転
免
許
証
�
健
康
保
険
証
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
官
公
署
発
行
�
身
分
証
明
書
�
�
国
税
�
地

�
�
�
�
�
�
�
�
�

方
税
�
社
会
保
険
料
�
領
収
書
�
�

�
問
�
合
�
��

税
務
出
納
課
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

平
成
16
年
１
月
１
日
か
ら
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●人件費の状況（平成14年度一般会計決算）

住民基本台帳人口

（15.3.31現在）
歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）

人件比率

（Ｂ／Ａ）

17,152人 85億8,899万円 3億5,777万円 15億7,720万円 18.4％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

●職員給与費の状況（平成15年度一般会計当初予算）

職員数

（Ａ）

給　　　　与　　　　費 １人当り給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

180人 万円　  

７億2,488　

万円　

1億0,892　

万円　

3億0,338　

万円　

11億3,718　
632万円

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

●職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 (平成15年４月１日現在 )

区　　　分
白　　鷹　　町 山　　形　　県 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 327,200円 42歳２月 364,100円 42歳３月 327,623円 40歳５月

技能労務職 320,000円 44歳１月 333,900円 41歳２月 286,340円 48歳９月

●職員の初任給の状況（平成15年４月１日現在）

区　　　分 白鷹町 山形県 国

一般行政職
大学卒 171,500円 171,500円

Ⅰ種185,600円

Ⅱ種171,500円

高校卒 139,500円 139,500円 139,500円

技能労務職 高校卒 138,200円 135,100円 136,700円

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成15年４月１日現在）

区　　　　分
経験年数

10～15年 15～20年 20～25年

一般行政職
大学卒 280,200円 318,400円 359,300円

高校卒 234,100円 283,900円 330,800円

技能労務職 高校卒 242,800円 282,500円 305,300円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務して  

　　いる場合は、採用後の年数をいいます。

●一般行政職の級別職員数の状況（平成15年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

計標準的な

職務内容
主事補 主　事 主　事

係　長

主　任

課長補佐

係　　長

課長補佐

係　　長

課　　長

課長補佐
課　長

職員数 1人 15人 21人 19人 24人 27人 11人 1人 119人

構成比 0.8％ 12.6％ 17.6％ 16.0％ 20.2％ 22.7％ 9.2％ 0.8％ 100.0％

（注）１．一般行政職には、企業職員、税務関係職員、福祉職相当職（保育園に勤務する保育士）などは含みません。

　　２．級区分は、町の給与条例によるものです。

　　３．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

●期末手当・勤勉手当の状況（平成15年12月１日現在）

区　　分 ６月期 12月期 計

期末手当 1.55月分 1.45月分 3.00月分

勤勉手当 0.70月分 0.70月分 1.40月分

制度上の段階、職務の級による加算措置　有

（注）国の職員と同じ支給率となっています。

●退職手当の状況（平成15年12月1日現在）

区　　　分 自己都合 定年・勧奨

支

給

率

勤続20年 21.000月分 28.0875月分

勤続25年 33.75 月分 43.335 月分

勤続35年 47.5　月分 60.99　月分

最高限度額 60.0　月分 60.99　月分

その他の

加算措置

定年前早期勧奨退職者

（2％から20％加算）

�

町
職
員
�
給
与
等
�
実
態
�
�
�
�
�
皆
�
�
�
理
解
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
紹
介
�
�
�
�
町
職
員
�
給
与

�
�
国
�
制
度
�
準
�
�
�
�
�
議
会
�
審
査
�
経
�
条
例
�
定

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
主
�
一
般
会
計
�
状

況
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
一
般
会
計
�
�
�
�
�
�
特
別
会
計
�
�
�
水
道
事
業
�
農
業

集
落
排
水
事
業
�
下
水
道
事
業
�
訪
問
看
護
事
業
�
介
護
保
険
事

業
�
病
院
事
業
�
�
�
�
�
�

町職員給与のあらまし



　　 広報しらたか　2003.12.12●5

●特殊勤務手当の状況（平成14年度決算）

手当支給職員の割合 29.5％

支給対象職員１人当

たりの平均支給年額
28,152円

手当の種類(手当数) ３

手当の内容

１．保育業務に従事する園長及び保育士に

　対する手当

２．税務事務に従事する職員に対する手当

３．特殊自動車の運転業務に従事する職員

　に対する手当

（注）一般会計にかかる職員に支給された特殊勤務手当の内訳です。

●時間外勤務手当の状況(一般会計決算 )

区　　分 支給総額 職員1人当たり支給年額

平成14年度 6,368万円 35万円

平成13年度 8,216万円 46万円

●特別職の報酬などの状況

　（平成15年12月１日現在）

区　分 給料・報酬月額

給

料

町　長 753,300円

助　役 611,100円

教育長 548,800円

報

酬

議　長 310,000円

副議長 250,000円

議　員 235,000円

期

末

手

当

町　長

６月期 1.7月分

12月期 1.6月分

　計　 3.3月分

助　役

収入役

教育長

議　長

副議長

議　員

●扶養手当・住居手当・通勤手当の状況（平成15年12月１日現在）

区　　分 白　鷹　町 山　形　県 国

扶養手当

配偶者13,500円、一般の扶養親族のうち２人まで6,000円(扶養親族でない配偶者がある場合、うち１人

のみ6,500円、配偶者がない場合うち１人のみ11,000円）、その他１人につき5,000円

扶養親族たる子のうち満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子につき5,000円加算

住居手当

借 家　限度額    27,000円

持 家　　　　　   3,000円

借 家　限度額　  27,000円

持 家　　　　  　 3,000円

借 家　限度額　  27,000円

持 家　　 　　  　1,000円

(新築から5年まで2,500円）

通勤手当
交通機関利用　限度額  50,000円

交通用具使用　 2,500～19,500円

交通機関利用　限度額  53,000円

交通用具使用　限度額  53,000円

交通機関利用　限度額  50,000円

交通用具使用　限度額  20,900円

●部門別職員数の状況（平成15年４月１日現在）

　　　　　区　分　
　部　門

職員数(人) 対前年増減数(人)
平成15年度職員数の主な増減理由

13年度 14年度 15年度 13年度 14年度 15年度

一般行政

議　会 2 2 2

総　務 33 33 35 1 2 県職員研修所への派遣、環境ＩＳＯ推進係の新設

税　務 14 16 15 2 △1 係統合による減

労　働 1 1 1

農林水産 16 16 15 △1 係統合による減

商　工 5 5 6 1 県との職員交流終了につき補充

土　木 13 11 11 △2

民　生 53 53 51 △5 △2 兼務による減

衛　生 13 13 10 △3 訪問看護ステーション職員の区分変更による減

小　計 150 150 146 △4 0 △4

特別行政 教　育 34 33 32 △2 △1 △1 係統合による減

公　営

企業等

病　院 63 62 62 △1 △1

水　道 7 6 7 1 △1 1 経営基盤強化による増

下水道 5 5 4 △1 △1 下水道整備事業の縮小に伴う減

その他 8 8 11 3 3 訪問看護ステーション職員の区分変更による増

小　計 83 81 84 2 △2 1

合　　　　計 267 264 262 △4 △3 △2
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白鷹町営スキー場のごあんない

白
鷹
町
営
�
�
�
場
�
�
案
内

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
６

年
生
ま
で
リ
フ
ト
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
と
誘
客
の
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
乗
り
場
で

「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
無
料
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
付

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
利
用
券
�
�
�
�

●
シ
ー
ズ
ン
券
を
お
求
め
の
か
た

は
、
左
記
の
料
金
と
本
人
の
顔
写

真（
縦
２
・
５
㌢
×
横
２
㌢
）
を
持

参
し
て
、
中
央
公
民
館
内
・
教
育

委
員
会
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。（
受

付
時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
月
曜
日
午
後
７
時
、
月
曜

日
が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
午
後

７
時
）、な
お
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
12
月
27
日（
土
）〜
１
月
４
日

（
日
）は
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
乗
り
場

で
仮
シ
ー
ズ
ン
券
（
１
月
５
日
以

降
は
本
シ
ー
ズ
ン
券
と
の
交
換
が

必
要
で
す
の
で
教
育
委
員
会
に
お

い
で
く
だ
さ
い
）
を
発
行
し
ま
す
。

●
学
校
の
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
、
シ
ー
ズ
ン
券
は
使

え
ま
せ
ん
。

●
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ほ
か
の
人
に

貸
し
た
り
譲
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

●
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ナ
イ
タ
ー
で

も
使
用
で
き
ま
す
。

●
団
体
割
引
を
利
用
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
場
�
利
用
�
�
�
�

●
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

け
が
や
事
故
の
と
き
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
員
や
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

●
道
路
は
ス
キ
ー
で
滑
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、

リ
フ
ト
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
を
児
童
や
生

徒
が
利
用
す
る
と
き
は
、
保
護
者

個人

区　　　分 料　金

１回券 150円

回数券 大人（11回券） 1,500円

小人（11回券） 1,000円

１日券 大　人 2,200円

小　人 1,500円

ナイター券 大　人 1,200円

小　人 800円

シーズン券 小学生以下 10,000円

中学生 13,000円

大　人 20,000円

団体

区　　　　分 料　金

学校授業（小・中学校4時間以内） 1人  300円

スポーツ少年団活動（4時間以内）1人  400円

30人以上の団体１日券
大人 1人1,600円

小人 1人1,100円

注）小人は、小学生以下です。
　　１回券、回数券及び１日券はナイターで使用で
　　きません。
　　シーズン券はナイター使用を含みます。
　　リフトに乗車するすべてのお客様よりリフト料
　　金をいただきます。
　　（幼児・高齢者についても同様です）

ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
で
は
、
原
則

と
し
て
ポ
ー
ル
や
コ
ー
ス
設
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

毎月第３日曜日は、　
小学生までリフトが
無料になります。　

営　業　時　間

12月20日（土）～３月21日（日）

・午前９時～午後４時30分

　　　　　　　 （土・日・祝日　午後５時）

・午後５時30分（土・日・祝日　午後５時）

　　　　　　　　　～午後９時（ナイター）

（営業時間は、積雪状況により変わることがあり

ます。土・日・祝日の日中→ナイターの切り替え

時に10～15分程度リフトを停止しますので、ご了

承ください。）

問い合わせ

教育委員会

生涯学習・スポーツ推進係　　　

　☎85－6147

白鷹スキーセンター　　　　　　

　☎87－2456 

白鷹町営スキー場リフト管理棟　

　☎87－2215

リフト料金

この冬も
白鷹町営スキー場が

おもしろい！
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町
で
は
、
12
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
今

年
も
ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
を
行
う
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
障
害
物
�
除
去
�
目
印
�

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高

さ
４
㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い

る
と
除
雪
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
早
め
に
切
る
か
取
り
除
い

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
の
路
肩
や
側
溝
の
上

に
置
い
て
あ
る
は
せ
木
や
肥
料
・

石
な
ど
も
、
除
雪
の
妨
げ
に
な
っ

た
り
除
雪
車
で
壊
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
早
め
に
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
も
除
雪
車
で
壊
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、除
雪
前
に
目
印（
長

さ
３
㍍
以
上
の
棒
の
先
に
赤
い
布

な
ど
を
つ
け
る
）
を
立
て
て
く
だ

さ
い
。

�
道
路
�
雪
�
出
�
�
�
�

　

道
路
に
雪
を
出
す
と
交
通
の
妨

げ
に
な
り
、
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
か

ら
道
路
に
雪
が
落
ち
る
場
合
は
、

危
険
で
す
か
ら
、
な
で
止
め
な
ど

で
防
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪

は
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
側
溝
�
雪
�
捨
�
�
�
�

　

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て

も
水
温
が
低
い
た
め
、
雪
は
な
か

な
か
溶
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

捨
て
た
雪
が
側
溝
を
せ
き
止
め
、

あ
ふ
れ
た
水
が
道
路
に
流
れ
た
り
、

さ
ら
に
は
住
宅
の
床
上
ま
で
浸
水

し
た
例
が
あ
り
ま
す
。
側
溝
へ
の

雪
捨
て
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
流
雪
溝
と
し
て
整
備
し

た
側
溝
が
あ
る
場
合
は
、
ち
ょ
っ

と
除
雪
範
囲
を
広
げ
て
、
道
路
に

除
雪
車
が
残
し
た
雪
も
捨
て
て
く

だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

�
道
路
�
�
駐
車
�
�
�
�

　

道
路
に
駐
車
す
る
と
、
除
雪
作

業
の
支
障
に
な
る
ば
か
り
か
、
交

通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま

 

除
雪
�

�

�
協
力
�
�
�
�

快
適
な
冬
を
過
ご
す
た
め
に

�
積
雪
�
�
�
�
�
�
�
検
針
�

�

休
�
�
�

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５

月
の
検
針
で
清
算
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
、
冬
季
間
の
水

量
が
11
月
の
使
用
料
と
大
幅
に
異

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
水
道
�
冬
季
間
�
管
理
�
�
�
�

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
毎
年
、
こ
の
凍
結
事
故
が

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り

水
道
管
が
破
裂
し
ま
す
と
、
修
理

代
は
も
ち
ろ
ん
、
水
道
料
金
も
高

く
つ
き
ま
す
の
で
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
の
凍
結
防
止
す
る
に
は
、

寝
る
前
に
「
不
凍
止
水
栓
」
を
完

全
に
閉
め
き
り
、
蛇
口
を
開
き
水

抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の
状

態
だ
と
水
が
漏
れ
続
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
完
全
に
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
朝
使
用
す
る
場

合
は
完
全
に
開
け
て
く
だ
さ
い
。

（
半
閉
め
半
開
き
で
漏
水
す
る
ケ

ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
要

注
意
。）

�
冬
季
間
使
用
�
�
�
施
設
�
閉

�

栓
手
続
�
�
�
�
�
�
�

　

冬
季
間
は
、
メ
ー
タ
ー

検
針
を
休
み
ま
す
の
で
、

漏
水
の
発
見
、
通
知
の
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
ま
せ
ん
。

漏
水
事
故
の
発
見
が
遅
れ

多
額
な
水
道
料
金
が
請
求

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
冬
季
間
使
用
し
な
い

施
設
は
閉
栓
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。
閉
栓
、
開
栓

手
数
料
は
そ
れ
ぞ
れ
１
０

０
０
円
（
計
２
０
０
０
円
）

必
要
で
す
が
、
閉
栓
中
は

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
せ

ん
。

�
水
道
管
�
破
裂
�
�
�

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

 

水
道
事
業
�
�
�

�
�
�
�

�
知
�
�

せ
ん
。
特
に
夜
間
は
絶
対
に
道
路

に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
除
雪
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
建
設
水
道
課
土
木
技
術
係

（
☎
85

－
６
１
４
２
）へ

の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
と
り
あ
え
ず

水
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に

給
水
指
定
工
事
業
者
（
指
定
業
者

一
覧
を
参
照
）
に
連
絡
し
て
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

修
理
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

�
簡
単
�
漏
水
�
発
見
方
法

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
か

ら
、
メ
ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
か
１

リ
ッ
ト
ル
針
が
動
い
て
い
た
ら
ど

こ
か
で
漏
水
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
水

道
業
務
係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）
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　11月26日、東根小学校で児童による植樹
が行われました。これは、山形県みどり推
進機構が毎年県内の小・中学校に校庭樹を
配布しているもので、今回、白鷹町では緑
の少年団活動などが活発で森林愛護や環境
緑化に積極的な学校として東根小学校が選
ばれました。植樹したのは、ハナミズキ、
ブルーベリー、ザクロ計５本。卒業記念に
と６年生が大事に植えました。

学
校
�
緑
豊
�
�
潤
�
�
�
�
環
境
�

東
根
小
学
校
児
童
�
校
庭
�
植
樹

美
�
�
旋
律
�
夕
�

第
�
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　11月15日、鮎貝地区公民館でハーモニー
コンサートが開催されました。今回は、弦
楽合奏団「Goggero Solisten（ゲッゲロ ゾリ
ステン）」の皆さんをお迎えしてのコンサー
トでした。難しいクラシック曲ばかりでな
く、どこかで耳にしたことのある親しみや
すい曲が演奏されました。また、第３部で
は団員がトレードマークのカエルが描かれ
たはっぴ姿で登場。会場は一気に盛り上が
り、観客から盛んな拍手が送られました。

　「しらたかの食の暦」は、白鷹町に伝わる
四季折々の郷土料理や人生の節目に使われ
る献立のいわれや内容、そして年中行事に
おける献立など、長い歴史の中で培われて
きたものをまとめたものです。白鷹町の郷
土料理を伝えていくためにも、お子さん、
お孫さんにぜひ「しらたかの味」を伝えて
ください。詳しくは、健康づくり推進員ま
たは健康福祉課健康推進係（☎86－0210）に
お問い合わせください。１冊1200円。

伝
�
�
�
白
鷹
�
味

�
�
�
�
�
�
食
�
暦
��
�
�
�
�
�

　11月14日と15日の両日、パワーセンター
白鷹において、映画評論家おすぎさんのト
ークショーとおすぎさん推薦の映画「北京
ヴァイオリン」の上映会が開催されました。
おすぎさんが来町されるのは今回で４回目。
15日は観客の大半が中・高校生だったため、
映画の話のほかに自分が映画評論家になっ
た経緯などを交えながら、夢を実現するに
は相当の努力が必要であるということを激
励を込めてお話しいただきました。

白
鷹
学
講
座

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
映
画
上
映
会

�
白
�
�
子
�
�
�
本
研
究
会
�

�
野
間
読
書
推
進
賞
受
賞

　

こ
の
た
び
白
た
か
子
ど
も
の
本

研
究
会
が
、
地
域
な
ど
で
長
年
に

わ
た
っ
て
読
書
の
普
及
に
努
め
、

読
書
推
進
運
動
に
大
き
く
貢
献
し

た
個
人
、
団
体
を
た
た
え
る
第
33

回
野
間
読
書
推
進
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

白
た
か
子
ど
も
の
本
研
究
会
は
、

昭
和
46
年
に
発
足
。
毎
月
１
回
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
「
お
話
の

会
」
を
開
き
、
郷
土
の
民
話
や
伝

説
を
は
じ
め
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
の
活
動
で
子
ど
も
た
ち
に

本
に
親
し
む
心
を
は
ぐ
く
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
な
ど
も

開
催
し
、
会
員
研
修
と
町
民
へ
の

読
書
啓
発
に
も
尽
力
。
そ
の
実
績

が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
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安
久
津
�
�
�
�
�
菖
蒲
�
�

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

　

安
久
津
さ
ん
は
、
白
鷹
町
健
康

づ
く
り
推
進
員
連
絡
協
議
会
長
と

し
て
長
年
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
活

動
は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
20
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
の
多
年
に
わ
た
る
栄

養
改
善
及
び
食
生
活
改
善
事
業
の

普
及
向
上
等
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
部
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り

十
王
地
区
婦
人
会
長
・
白
鷹
町
連

合
婦
人
会
長
・
西
置
賜
地
域
婦
人

会
連
絡
協
議
会
長
と
し
て
、
明
る

い
家
庭
づ
く
り
や
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
、
会
員
の
資
質

向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

安
部
�
�
子
�
��
十
王
�
�

平
成
15
年
度
置
賜
地
区
優
良

社
会
教
育
職
員
表
彰
受
賞

岡
田
明
�
�
�
浅
立
�
�
全
国

体
育
指
導
委
員
連
合
会
表
彰

受
賞

　

岡
田
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り

体
育
指
導
委
員
を
務
め
ら
れ
、
ま

た
、
現
在
は
体
育
指
導
員
会
会
長

と
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

興
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
青
少
年

の
健
全
な
育
成
に
も
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

打
田
さ
ん
は
、
元
仲
町
３
町
内

納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
納
税
意
識
の
高
揚
に
尽

力
さ
れ
、
税
務
行
政
の
適
正
な
運

営
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

打
田
要
一
�
�
�
荒
砥
�
�

西
置
賜
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
表
彰
受
賞

那
須
博
幸
�
��
山
口
�
�

山
形
県
卓
越
技
能
者
表
彰
受
賞

　

那
須
さ
ん
（
株
式
会
社
ニ
ク
ニ

山
形
工
場
勤
務
）
は
、
卓
越
し
た

技
能
を
も
っ
て
労
働
者
の
福
祉
の

増
進
及
び
山
形
県
産
業
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
、
技
能
者
の
模
範
と
認

め
ら
れ
た
た
め
、
こ
の
た
び
県
知

事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第18回国民文化祭・やまがた2003
「地芝居の祭典」を終えて　
高玉芝居「高栄会」座長の鈴木啓さんより、

地芝居の祭典を終えての感想をお寄せいた

だきましたので、ご紹介します。

　白鷹町さくらの里文化伝承館において、
地芝居の祭典を開催されましたが、無事成
功のもとに終了しました。それも皆様役員
のかたがたのご協力があってのことだと思
います。高玉芝居も地芝居の祭典に出演さ
せていただき、団員はもちろん、座長とし
てこのようなすばらしい機会を与えていた
だき光栄に思っております。
　芝居は「三日の情け」で幕を開け、団員
一丸となって一生懸命演じました。町の指
定文化財に恥じないようがんばったつもり
です。
　また、ゲストの梅沢富美男さん、小形雄
二さん、小室等さん、それぞれ有名なかた
とのトークショーに突然ご一緒させていた
だき、思ってもいなかった大きなプレゼン
トに驚きとうれしさで涙の出る思いでした。
頂いた品々は、大切に使わせていただきま
す。
　今後とも、町長さんをはじめ、町民の皆
様に愛される高玉芝居の育成に努めていき
たいと思います。
　これからもがんばりますので「ごめんど
しておごやえ」

高玉芝居　高栄会座長　鈴木　啓
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第
37
回
白
鷹
町
剣
道
大
会

11
月
16
日
�
日
�
東
中
学
校
体
育
館

●
団
体
の
部

小
学
男
子

１
位　

荒
砥
Ａ

２
位　

鮎
貝
Ａ

３
位　

蚕
桑
Ａ
、
蚕
桑
Ｂ

小
学
女
子

１
位　

荒
砥
Ａ

２
位　

鮎
貝

３
位　

蚕
桑
、
荒
砥
Ｂ

中
学
男
子

１
位　

東
中
Ａ

２
位　

西
中

３
位　

東
中
Ｂ
、
東
中
Ｃ

中
学
女
子

１
位　

東
中
Ａ

２
位　

東
中
Ｂ

３
位　

西
中

個
人
の
部

小
学
男
子
１
・
２
年

１
位　

長
岡　

優
喜
（
荒
砥
）

２
位　

丸
川
賢
太
郎
（
蚕
桑
）

３
位　

梅
津　

佑
太
（
荒
砥
）

３
位　

大
木　
　

透
（
荒
砥
）

小
学
男
子
３
年

１
位　

板
垣　

和
貴
（
蚕
桑
）

２
位　

児
玉　

聡
太
（
蚕
桑
）

３
位　

丸
川　

和
輝
（
蚕
桑
）

３
位　

八
木　

大
地
（
荒
砥
）

小
学
男
子
４
年

１
位　

澤
浦　

将
光
（
荒
砥
）

２
位　

新
宮　

大
史
（
荒
砥
）

３
位　

関　
　

健
太
（
鮎
貝
）

３
位　

岩
澤　

惇
平
（
鮎
貝
）

小
学
男
子
５
年

１
位　

松
木　

光
寿
（
荒
砥
）

２
位　

岩
崎　

寛
憲
（
荒
砥
）

３
位　

山
田　

晃
大
（
荒
砥
）

３
位　

佐
藤　
　

伸
（
荒
砥
）

小
学
男
子
６
年

１
位　

小
口　

大
輔
（
鮎
貝
）

２
位　

児
玉　

智
成
（
蚕
桑
）

３
位　

稲
葉　

陽
祐
（
蚕
桑
）

３
位　

渡
部　

陽
貴
（
鮎
貝
）

小
学
女
子
１
�
３
年

１
位　

松
木　

雅
子
（
荒
砥
）

２
位　

小
林　
　

薫
（
蚕
桑
）

３
位　

相
馬　

祥
子
（
鮎
貝
）

３
位　

赤
間　

千
春
（
蚕
桑
）

小
学
女
子
４
年

１
位　

児
玉
佳
奈
子
（
蚕
桑
）

２
位　

神
居　

幸
恵
（
鮎
貝
）

３
位　

早
田　

祥
子
（
鮎
貝
）

３
位　

五
十
嵐
安
世
（
蚕
桑
）

小
学
女
子
５
年

１
位　

小
林　
　

葵
（
蚕
桑
）

２
位　

菅
原　

桃
子
（
荒
砥
）

３
位　

丸
川　

涼
果
（
蚕
桑
）

３
位　

小
口
花
寿
美
（
蚕
桑
）

小
学
女
子
６
年

１
位　

安
部　

奈
央
（
荒
砥
）

２
位　

八
木　

美
波
（
荒
砥
）

３
位　

渋
谷　

瑞
貴
（
荒
砥
）

３
位　

菅
間　

咲
月
（
東
根
）

中
学
男
子
１
年

１
位　

梅
村　
　

歩
（
東
中
）

２
位　

伊
藤　

綾
祐
（
西
中
）

３
位　

渋
谷　

智
樹
（
東
中
）

３
位　

加
藤　

慎
也
（
東
中
）

中
学
男
子
２
・
３
年

１
位　

児
玉　

良
太
（
西
中
）

２
位　

児
玉　

将
太
（
西
中
）

３
位　

後
藤　

尚
道
（
西
中
）

３
位　

竹
田　

勝
成
（
東
中
）

中
学
女
子
１
年

１
位　

五
十
嵐　

藍
（
東
中
）

２
位　

鈴
木　

麻
衣
（
西
中
）

３
位　

向
田　

麻
美
（
東
中
）

３
位　

斎
藤　
　

萌
（
東
中
）

中
学
女
子
２
年

１
位　

岩
澤　

優
希
（
西
中
）

２
位　

佐
藤　

香
奈
（
東
中
）

３
位　

山
田
都
茂
美
（
東
中
）

３
位　

青
木
恵
梨
佳
（
東
中
）

高
校
・
一
般

１
位　

奥
山　
　

久

２
位　

吉
村　

秀
昭

３
位　

横
山　

大
輔

３
位　

奥
山　
　

篤

大会
の
結果

県
女
子
駅
伝�

白
鷹
出
身
選
手
健
闘
�

　

第
20
回
県
女
子
駅
伝
競
走
大
会

が
11
月
23
日（
日
）、
上
山
市
本
庄

地
区
公
民
館
か
ら
山
新
放
送
会
館

ま
で
５
区
間
20
・
１
㌔
の
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
、
長
井
・
西
置
賜
チ

ー
ム
は
総
合
成
績
第
５
位
と
み
ご

と
入
賞
し
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
か
ら
は
、
高
橋
恵
選
手

（
第
１
区
・
九
里
学
園
高
２
年
）、

村
上
奈
央
選
手
（
第
２
区
・
東
中

３
年
）、
小
川
桂
子
選
手（
第
４
区

・
東
中
３
年
）
が
出
場
し
、
チ
ー

ム
５
位
入
賞
の
原
動
力
と
な
り
ま

し
た
。

白
鷹
町
�
�
�
�
�
大
会
連
続
優
勝

第
45
回
西
置
賜
地
区
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
開
催

　

11
月
９
日
、
同
駅
伝
競
走
大
会

が
、
西
置
賜
郡
４
市
町
の
各
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
国
町
を
ス
タ
ー
ト
し
、
飯
豊
町
、

白
鷹
町
を
通
り
長
井
市
に
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。
白
鷹
町
チ
ー
ム
は
１

区
か
ら
独
走
し
、
４
大
会
連
続
で

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
安
部
智

勝
さ
ん（
仙
台
大
）、
沼
澤
伸
壽
さ

ん
（
富
士
大
）
が
５
回
出
場
を
果

た
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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白
鷹
町
�
�
�
�
�
�
大
会

11
月
２
日
�
日
�
荒
砥
高
校
体
育
館

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
１
位　

小
形
欽
也（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

第
２
位　

大
沼　

昇（
玉
ち
ゃ
ん
ズ
）

第
３
位　

荒
木
健
一（
シ
ャ
ト
ル
）

第
３
位　

佐
藤
正
則（
シ
ャ
ト
ル
）

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

Ａ
ク
ラ
ス

第
１
位　

佐
藤
孝
志
、
高
野
朋

（
玉
ち
ゃ
ん
ズ
）

第
２
位　

小
形
欽
也
、
小
形
新
也

（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

第
３
位　

荒
木
健
一
、
鈴
木
敏
広

（
シ
ャ
ト
ル
）

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

Ｂ
ク
ラ
ス

第
１
位　

　

佐
藤
福
一
（
鮎
貝
）

　

高
橋
英
二
（
高
玉
）

第
２
位　

　

塚
本
保
正

　

佐
藤
正
則
（
シ
ャ
ト
ル
）

第
３
位　

　

安
部　

忍
（
シ
ャ
ト
ル
）

　

前
田
利
和
（
玉
ち
ゃ
ん
ズ
）

第
３
位　

　

加
藤
雅
人
（
シ
ャ
ト
ル
）

　

塚
本
昌
志
（
荒
砥
小
学
校
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位　

　

岡
田
明
菜

　

長
岡
絵
梨
香
（
荒
砥
高
校
）

第
２
位　

　

小
形
登
美
子
（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

　

後
藤
由
美
（
シ
ャ
ト
ル
）

第
３
位　

　

平
田
実
穂

　

奥
山
千
佳
（
荒
砥
高
校
）

第
３
位　

　

平
井
麻
衣
子

　

大
木
麻
美　

（
荒
砥
高
校
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位　

　

小
形
欽
也

　

奥
山
夏
美
（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

第
２
位　

　

鈴
木
敏
広
（
シ
ャ
ト
ル
）

　

小
形
登
美
子
（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

第
３
位　

　

荒
木
健
一

　

後
藤
由
美
（
シ
ャ
ト
ル
）

第
３
位　

　

小
形
新
也

　

小
形　

恵
（
白
鷹
ス
ク
ー
ル
）

●
少
年
少
女
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位　

　

奥
山
夏
美

　

中
村
友
紀
（
荒
砥
小
学
校
）

第
２
位　

　

塚
本
昌
志

　

塚
本
雄
大
（
荒
砥
小
学
校
）

第
３
位　

　

菅
原　

望

　

舩
山
里
穂
（
東
根
小
学
校
）

入
選

◎
小
学
校

１
年
…
松
岡
由
香（
鮎
貝
）、
松
下

絢
香
（
荒
砥
）

２
年
…
丸
川
あ
す
み（
蚕
桑
）、
羽

田
崚（
鮎
貝
）、
髙
橋
彩
花（
東
根
）

３
年
…
丸
川
望（
蚕
桑
）、
佐
藤
光

穂
（
荒
砥
）、
沼
澤
広
大
（
東
根
）

４
年
…
五
十
嵐
安
世（
蚕
桑
）、
竹

田
紫
月（
荒
砥
）、
岡
崎
朱
李
（
荒

砥
）

５
年
…
梅
津
悠
介（
蚕
桑
）、
川
部

夏
実（
鷹
山
）、
大
木
汐
美（
中
山
）、

長
谷
川
貴
子
（
東
根
）

６
年
…
長
谷
部
栞（
蚕
桑
）、
安
部

千
裕（
鮎
貝
）、
横
川
佳
梨（
荒
砥
）

◎
中
学
校

１
年
…
奥
山
藍（
西
中
）、
小
形
結

花
（
東
中
）

２
年
…
海
老
名
千
明
（
東
中
）、

松
野
遥
果（
東
中
）、
長
谷
川
知
美

（
東
中
）

３
年
…
佐
藤
大
地（
西
中
）、
吉
田

誉
央
己（
東
中
）、
安
部
智
美
（
東

中
）、
峯
田
彩
花
（
東
中
）

◎
荒
砥
高
等
学
校

２
年
…
梅
津
菜
々
美
、
那
須
裕
子

３
年
…
髙
橋
育
美
、
橋
本
淳

第
35
回
読
書
感
想
文
及
�

生
活
文
�
�
�
�
�
入
選
者

特
別
賞

学
校
名

学
年

氏　
　

名

題　
　
　
　

名

生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

東
根
小

４

沼
澤　

晃
菜
�
目
を
ふ
さ
が
れ
た
犬

純
平
�
を
読
ん
で

教
育
長
賞

荒
砥
小

２

梅
津　

佑
太
�
ザ
リ
ガ
ニ
�
を
読
ん
で

教
育
長
賞

東　

中

１

湯
澤　

未
歩

相
田
み
つ
を
の
世
界

教
育
長
賞

荒
砥
高

３

田
中　

香
織

ま
�
さ
ら

図
書
館
長

鷹
山
小

１

小
関　

拓
哉

む
し
�
て　

す
ご
い
！

図
書
館
長

鮎
貝
小

３

迎
田　
　

恵

生
き
物
�
て
す
ご
い
な

図
書
館
長

鷹
山
小

６

海
老
名
彩
香
�
だ
か
ら
あ
な
た
も
生

き
ぬ
い
て
�
を
読
ん
で

図
書
館
長

西　

中

２

高
橋
か
お
り
�
十
二
国
紀
�
を
読
ん
で

第
�
回
全
国
障
害
者

�
�
�
�
大
会

11
月
８
日
�
10
日
／
静
岡
県

　

こ
の
大
会
は
、
障
害
の
あ
る
選

手
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体

験
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
障
害

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
害
の

あ
る
人
の
社
会
参
加
の
推
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
別
々
に
実
施
し
て
き
た
全

国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と

全
国
知
的
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
平
成
13
年
度
よ
り
統
合
さ
れ
、

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
�
ス
ク

ア
キ
�
ラ
シ
�
・
デ
�
ス
リ
�
ト

５
の
部

１
位　

別
府　

明（
白
鷹
陽
光
学
園
）

●
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
壮
年
男
子
の
部

１
位　

富
田
辰
雄（
白
鷹
陽
光
学
園
）

＊
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
…
一
般
的
に
は

フ
リ
ス
ビ
ー
の
名
前
で
知
ら
れ
て
い
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
円
盤
を
使
っ

た
競
技
。
飛
距

離
を
競
う
「
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
」

と
リ
ン
グ
の
通

過
枚
数
を
競
う

「
ア
キ
ュ
ラ
シ

ー
」
が
あ
る
。
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ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

氏
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず

町
内
名
と
氏
名
を
書
い
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
特
に
名
前
が
な
い
も

の
が
、
適
切
に
分
別
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

空
き
缶
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

指
定
の
袋
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

記
入
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
も
無

色
透
明
な
袋
に
氏
名
な
ど
を
必
ず

書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

び
ん
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

び
ん
を
入
れ
た
コ
ン
テ
ナ
は
積

み
重
ね
て
運
ん
で
い
き
ま
す
。
一

升
び
ん
の
よ
う
な
背
の
高
い
び
ん

を
立
て
て
入
れ
た
り
、
あ
ふ
れ
る

ほ
ど
入
れ
た
り
す
る
と
コ
ン
テ
ナ

を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

コ
ン
テ
ナ
に
よ
り
多
く
の
び
ん
を

入
れ
る
た
め
、
び
ん
は
立
て
ず
に

横
に
寝
か
せ
て
置
く
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
袋
に
び
ん
を
入
れ
て
集

環
境
�
�
�
�

�
�
�
出
�
方
�
�
�
�
�
協
力
�
�

手首のストレッチング
指を上にそらす。反対に下に曲げる。

頸部のストレッチング
一方の手であごを押し上げ、

他方の手で頭を引き下げる。

肩と腕部のストレッチング
一方の手で他方の肘をつか

み、頭の後ろへ引き下げる。

背部のストレッチング
正座した姿勢から、前屈し

ながら頭を床につける。

腰と体側のストレッチング
長座で一方の足の膝を立て、

他方の足の外側に置く。立

てた膝に肘を当て、真後ろ

についた手の方に顔を向け

て、上体をねじりながら腰

を伸ばす。 腰と体側のストレッチング
両手を後頭部で組み、上体

を横に曲げて体側を伸ばす。

若さを保つ、中高年者のストレッチング

　寒い冬、コタツから出るのがつらい時期になりました。でも、コ
タツに入ってばかりいると肩や腰がこってきて、姿勢も悪くなって
きます。１日１回はゆっくりストレッチをしながら、こった筋肉を
ほぐしいつまでも若々しさを保つ努力をしましょう。
ポイント
＊反動をつけず、自分のできる範囲でゆるやかに伸ばす。
＊痛みを感じる手前の伸ばした状態で20秒間ほど保ちます。
＊呼吸は正常に、伸ばしている部位を意識します。
＊毎日実践します。特にお風呂あがりは気持ちがいいです。

積
所
に
運
び
、
そ
の
ま
ま
袋
ご
と

コ
ン
テ
ナ
に
置
い
て
い
く
か
た
が

い
ま
す
が
、
袋
は
持
ち
帰
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
れ
に
で
す
が
、
コ
ン
テ
ナ
を

家
に
持
ち
帰
っ
て
そ
れ
に
び
ん
を

貯
め
、
次
の
収
集
の
際
コ
ン
テ
ナ

ご
と
集
積
所
に
出
す
か
た
が
い
ま

す
。
コ
ン
テ
ナ
は
次
の
収
集
の
た

め
す
ぐ
に
準
備
に
当
て
ら
れ
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
が
な
く
な
る
と
次
の
配

置
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
絶
対
に

持
ち
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ビ
ー
ル
び
ん
、
一
升
び

ん
は
酒
屋
さ
ん
に
出
し
て
再
利
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

冬
期
間
に
な
る
と
、
ご
み
集
積

所
の
扉
が
除
雪
で
開
け
ら
れ
ず
収

集
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
に
つ
い
て
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
連
絡
先　

町
民
課
く
ら
し
・
環

境
推
進
係
�
☎
85

－

６
１
３
１
�
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新
生
徒
会
役
員

　

11
月
14
日
に
新
生
徒
会
役
員
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
選

挙
で
は
次
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
長�
�

中
村
雄
太

副
会
長�
�
�

長
澤�

恵

事
務
局
長�
�

小
口
佐
知

議
長�
�
�
�

菅
原
浩
美

副
議
長�
�
�

山
平
麻
衣

会
計�
�
�
�

横
沢
祐
美
子

�
�
�
�
�
�

菅�

啓
示

書
記�
�
�
�

大
沼
淳
美

�
�
�
�
�
�

鈴
木
�
�
�

企
画
委
員
長�

橋
本�

渚

生
活
委
員
長�

小
熊
沙
弥
香

応
援
団
長�
�

土
屋�

渉

広
報
委
員
長�

金
田
雄
太

図
書
委
員
長�

金
子
由
香
里

保
健
委
員
長�

奥
山
友
和

事
務
局�
�
�

小
関
智
美

�
�
�
�
�
�

進
藤�

亘

現
生
徒
会
長　

平
井
忠
幸

　

今
年
度
の
執
行
部
は
、
一
人
ひ

と
り
が
し
っ
か
り
仕
事
に
取
り
組

ん
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

お
互
い
任
せ
き
り
に
な
っ
て
し
ま

う
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
執
行
部
の
役
割
分
担
に
つ
い

て
し
っ
か
り
検
討
し
て
こ
な
か
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
し
っ
か
り

改
善
し
、
よ
り
良
い
荒
砥
高
校
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
生
徒
会
長　

中
村
雄
太

　

今
回
、
生
徒
会
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
中
村
雄
太
で

す
。
ま
ず
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い

き
た
い
こ
と
は
、
学
校
の
規
律
を

し
っ
か
り
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
活
発
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

今
ま
で
生
徒
会
執
行
部
の
一
員

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
が
、

生
徒
会
長
と
い
う
役
職
に
つ
き
、

自
分
が
本
当
に
生
徒
会
役
員
や
生

徒
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
か
不
安

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

こ
の
役
職
に
就
い
た
か
ら
に
は
、

新
生
徒
会
役
員
と
と
も
に
協
力
し

合
っ
て
こ
の
荒
砥
高
校
を
変
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
か
ら

な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

調
理
場
で
は
、
毎
年
、
小
学
校

６
年
生
を
対
象
に
バ
イ
キ
ン
グ
給

食
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
鷹
山
小
、

中
山
小
は
全
校
生
対
象
）

　

こ
の
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
は
、「
自

分
で
食
品
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
の
体
を
管
理
す
る
力
を
つ
け

て
ほ
し
い
」「
ほ
か
の
人
を
思
い

や
る
心
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
ね
ら
い
の
も
と
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

通
常
の
給
食
づ
く
り
を
行
い
な

が
ら
、
別
献
立
の
バ
イ
キ
ン
グ
給

食
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
れ
、

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
く
れ
る
姿

を
見
る
と
、
と
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
職
員
も
参
加
し
、
子
ど
も
た

�
�
�
�
�
給
食
�

始
�
�
�
�
�

ち
と
会
食
す
る
の
で
交
流
も
深
ま

り
ま
す
。
今
年
の
献
立
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
ま
で
の

お
楽
し
み
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ

で
の
紹
介
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
毎
年
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ

る
献
立
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

各
校
の
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
日
程

12
月
16
日
�
火
�
東
根
小
学
校

１
月
15
日
�
木
�
鷹
山
小
学
校

１
月
29
日
�
木
�
蚕
桑
小
学
校

２
月
13
日
�
金
�
荒
砥
小
学
校

３
月
２
日
�
木
�
鮎
貝
小
学
校

　

最
後
に
調
理
師
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。　

�

�
�
�
�
�
給
食
�
献
立
作
成

に
�
�
�
�
�
普
段
�
給
食
�
�

味
�
�
�
�
�
�
�
�
�
料
理
�

�
�
�
�
�
料
理
�
�
�
考
�
�

提
供
�
�
�
�
�
�
�
�
�
卒
業

�
�
�
心
�
残
�
献
立
�
�
�
�

�
苦
手
�
食
材
�
�
�
�
�
�
食

�
�
�
�
�
�
�
試
行
錯
誤
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
人
�
品
�

�
献
立
�
立
�
�
料
理
�
�
�
�
�

試
作
検
討
会
�
開
�
�
全
職
員
�

今
年
�
�
�
�
�
�
決
定
�
�
�

�
�
栄
養
�
�
�
�
�
�
自
己
管

理
能
力
�
養
�
�
�
�
�
�
楽
�

�
会
食
�
�
�
�
�
�
�
�
�
思

�
�
�
�主

任
調
理
師�

佐
藤
栄
子

（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）
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●防災シリーズ９　そのときどうする !?

■問い合わせ　役場総務課（☎85－6122）
　　　　　　　　　消防署白鷹分署（☎85－5242）

＜暖房器具の使用について＞
寒い時期を迎えるにあたり、これからストーブなどの暖房器具を使用する機会が多くなります。

暖房器具の手入れは万全でしょうか？

火災を発生させないよう、特に次の点に注意するよう心がけましょう。

①十分な点検・整備を行うこと ②ストーブの近くに燃えやすい
　ものを置かない

③ストーブの近くでスプレーな
　どは使わない

故障している場合は、販売店等に
修理を依頼しましょう。

散らかっていると、引火する恐れ
があります。

引火したり、爆発する恐れがあり
ます。

④給油するときは火を消してから ⑤ストーブの上で洗濯物を乾か
　さない

⑥ストーブのそばで遊ばない

灯油であることを確認してから給
油しましょう。

洗濯物が落下して引火するおそれ
があります。

万が一に備えて、耐震自動消火装
置付きのものを使用しましょう。

住宅火災で亡くなる多くのかたがお年寄りです。
家族全員で防火対策の再確認をお願いします。

注意１
火の怖さを再認識。過信は禁物です。

注意２
ストーブにあたるときは充分注意しましょう。

注意３
ストーブやコンロは、本来の使用目的以外には使わないこと。

注意４
灰皿は縁の広いものを使い、水を入れておくと効果的です。

注意５
万が一のときは、消火より避難を最優先することが大切です。



佳
作　

手
捌さ
ば

き
に
年
期
を
見
せ
る
プ
ロ
の
技　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

　

〃　

手
の
内
は
見
せ
ず
秘
策
を
練
っ
て
い
る　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

悔
い
の
な
い
一
日
だ
っ
た
手
を
洗
う　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

手
加
減
で
ピ
タ
リ
と
決
ま
る
プ
ロ
の
味　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

慣
れ
ぬ
手
に
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
ぎ
ご
ち
な
い
高
岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

お
手
玉
に
あ
や
と
り
遠
い
日
の
日ひ
な
た向　

　
　

杉
並
区　

太
田　

絹
子

　

〃　

手
話
の
会　

目
と
目
が
結
ぶ
い
い
出
合
い　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

老
い
て
尚
取
っ
た
杵き
ね

柄づ
か

忘
れ
ぬ
手　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

再
会
の
手
を
握
り
合
う
ク
ラ
ス
会　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

手
も
足
も
出
な
い
高
嶺
の
花
を
恋
う　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

言
い
訳
が
上
手
に
な
っ
た
不
況
風　
　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

旅
み
や
げ
孫
が
孫
の
手
買
っ
て
き
た　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

秀
逸　

手
術
待
つ
ナ
ー
ス
の
白
衣
神
に
見
え　
　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

手
の
内
を
明
か
し
て
か
ら
の
高
い
び
き　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

じ
っ
と
手
を
見
る
百
姓
の
暮
ら
し
向
き　
　

深　

山　

樋
口　

吟
風

　

〃　

パ
ソ
コ
ン
の
手
習
い
孫
に
講
師
料　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

　

〃　

節
く
れ
た
そ
の
手
人
生
秘
め
て
い
る　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

生
き
甲
斐
を
手
に
し
た
趣
味
だ
放
さ
な
い　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

セ
ー
タ
ー
を
編
む
手
が
逢
え
る
日
へ
弾
む　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

幸
う
す
い
手
相
を
持
っ
て
八や

そ

じ

十
路
越
え　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

手
術
跡
撫な

で
て
十
年
目
を
感
謝　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

手
の
切
れ
る
札
束
で
頬
叩
か
れ
る　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

五
客　

多
数
決　

手
の
鳴
る
方
へ
行
き
た
が
る　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

も
み
じ
の
手
ま
た
ね
と
振
っ
て
い
る
夕
日　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

手
短
な
母
の
言
葉
に
あ
る
温
み　
　
　
　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

　

〃　

荒
れ
た
手
の
生
命
線
の
逞
た
く
ま

し
さ　
　
　
　
　

北
海
道　

渋
谷
喜
四
郎

　

〃　

生
涯
を
土
と
過
ご
し
た
節
く
れ
手　
　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

人
位　

手
の
届
く
と
こ
ろ
に
母
が
居
て
く
れ
る　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

地
位　

手
を
上
げ
た
子
ら
に
笑
顔
の
ド
ラ
イ
バ
ー　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

天
位　

保
育
器
の
中
の
両
手
が
何
つ
か
む　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

軸　
　

手
を
か
ざ
す
視
野
か
ら
虹
が
消
え
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　

一
杯

次
回
課
題　

「
若
い
」
十
二
月
末
日
ま
で　

「
集
」
一
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

手　
　
　
　

樋
口　

一
杯　

選

帽子の大きさＯＫ！

　　 広報しらたか　2003.12.12●15

▼対象・定員　20歳から64歳までのかた20人（求職者のかたを優先させていただきます）

▼受講料　無料（テキスト代は実費）

▼会場・問い合わせ 白鷹町総合情報センター（☎86－0151）

１月のパソコン講習会
《３日間コース》

講座名 期　日 時　間 内　容

誰でもカンタン！
【パソコン入門】

1月14日（水）
1月15日（木）
1月16日（金）

午前10時　
　～午後５時

パソコン初心者の方向けです。
マウスの基本操作、文字入力、簡単な文書作成を勉強しま
す。インターネットとメールも楽しみましょう。

こぐわ保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

ニ
�
�
ス
ポ
�
ツ
を
始
め
て
み
よ

う
！
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う
！

�
�
�
�
�
�
普
及
講
習
会

　

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
に
興
味
の
あ
る

か
た
と
と
も
に
ゲ
ー
ム
の
楽
し
み

方
や
試
合
方
法
な
ど
を
簡
単
に
説

明
し
、
併
せ
て
実
際
に
実
技
講
習

を
行
い
ま
す
。

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
と
は
ど
ん
な
ス
ポ

ー
ツ
？

�
�
�
�
�
�
�
�
�
約
半
分
位
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
利
用
�

�
�
�
�
�
�
相
当
�
�
�
�
�

�
�
�
�
呼
�
�
�
卓
球
�
�
�

�
�
�
大
�
�
�
�
�
�
�
板
状

�
�
�
�
使
用
�
�
�

�
�
�
�
�
外
観
�
硬
式
�
�
�

�
�
�
�
�
同
�
�
�
�
�
少
�

軟
�
�
�
�

▼
い
つ　

12
月
21
日
（
日
） 

午
後

５
時
か
ら

▼
ど
こ
で　

山
峡
体
育
館（
十
王
）

▼
講
師　

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
地
域
普

及
員
、
体
育
指
導
委
員

▼
そ
の
他　

運
動
着
着
用
、
シ
ュ

ー
ズ
持
参

▼
主
催　

白
鷹
町
体
育
指
導
委
員

会
事
業
部

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

帽子合わせのとき

おじさん「帽子の大きさなじょだごどー」

園児「ＯＫだよ」

おじさん「んだが。大っけながぁ。がま   

　　　　　んしてもらわんなねなぁ」

園児「ＯＫだよ」

おじさん「ちっちゃい帽子なえなよ」

園児「？？？」
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toshikei/354000/m
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e
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）に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
西
置
賜
道
路

計
画
課
都
市
計
画
係
（
☎
88

－

５

１
１
１
）、町
建
設
水
道
課
都
市
計

画
係
（
☎
85

－

６
１
４
２
）

 

西
置
賜
行
政
組
合

 

職
員
採
用
試
験
�
�
知
�
�

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

・
消
防
職
員　

２
人

▼
受
験
資
格　

昭
和
53
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
卒

業
（
平
成
16
年
３
月
卒
業
見
込
み

を
含
む
）
以
上
の
学
歴
を
有
す
る

か
た

▼
受
付
期
間　

12
月
24
日
（
水
）

〜
１
月
13
日
（
火
）
必
着

▼
受
付
場
所　

西
置
賜
行
政
組
合

事
務
局
（
長
井
市
平
山
４
４
６
０
、

消
防
庁
舎
内
）

▼
試
験
日　

・
一
次
試
験　

１
月
25
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

西
置
賜
行
政
組
合

消
防
本
部

▼
採
用
予
定
日　

平
成
16
年
４
月

１
日

＊
受
験
案
内
は
、
西
置
賜
行
政
組

合
事
務
局
、
消
防
本
部
、
各
消
防

分
署
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
事
務
局
（
☎
88

－

４
３
３
６
）

 

老
人
保
健
施
設
�

 

職
員
�
募
集
�
�
�

　

医
療
社
団
法
人
聰
明
会
で
は
、

平
成
16
年
７
月
の
老
人
保
健
施
設

の
開
設
に
伴
い
新
し
い
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
み
ゆ
き
介
護
老
人
保
健
施
設

（
仮
称
）
の
概
要

・
平
成
16
年
７
月
開
設
予
定

・
収
容
利
用
者
数
80
人
、
全
個
室

制
ユ
ニ
ッ
ト
・
ケ
ア
導
入

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
入
浴
設
備
あ
り
）
60
人

▼
募
集
職
種
及
び
人
数

・
看
護
師　

６
人

・
介
護
職
員　

26
人

・
介
護
相
談
員　

若
干
名

・
理
学
療
法
士　

２
人

＊
理
学
療
法
士
以
外
は
２
交
代
制

▼
応
募
資
格

・
看
護
師　

看
護
師
・
准
看
護
師

の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
（
平
成

15
年
度
取
得
見
込
み
の
か
た
も
含

む
）

・
介
護
職
員　

18
歳
〜
35
歳
ま
で

の
か
た
（
平
成
15
年
度
高
校
卒
業

見
込
み
の
か
た
も
含
む
）

・
理
学
療
法
士　

理
学
療
法
士
の

資
格
を
お
持
ち
の
か
た
（
平
成
15

年
度
取
得
見
込
み
の
か
た
も
含
む
）

▼
応
募
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
送
付
ま
た
は
ご
持
参

 

白
樫
�
木
�
�
�
�
�
11

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

12
月
16
日
（
火
）
午
後

６
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

白
樫
の
家
（
鮎
貝
・

梅
津
一
郎
氏
宅
）

▼
出
演　

セ
ン
ト
・
キ
ャ
サ
リ
ン

教
会
聖
歌
隊
、
新
野
有
子
（
オ
ル

ガ
ン
）

▼
入
場
料　

１
２
０
０
円
（
当
日

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

▼
定
員　

30
人
（
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

梅
津

（
☎
85

－

４
４
５
０
）

 

映
画
上
映
�
�
案
内

�
�
�
�
�
�

�

        

世
界
�
終
�
�
�
�

　

「
私
を
忘
れ
な
い
で
」
と
書
き

残
し
、
イ
ラ
ク
の
少
女
が
白
血
病

で
死
ぬ
。
そ
こ
か
ら
日
本
、
ア
メ

リ
カ
へ
と
世
界
の
被
曝
者
の
声
を

聞
く
旅
が
始
ま
っ
た
。

　

若
い
女
性
監
督
に
よ
る
最
新
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
。

▼
い
つ　

１
月
10
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
（
長
井
市
）

▼
入
場
料
（
前
売
り
）

・
一
般　

９
０
０
円

・
高
校
生　

５
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
・
問
い
合
わ
せ

　

上
映
実
行
委
員
・
梅
津
（
☎
88

－

３
５
８
１
）

 

児
童
生
徒
就
学
援
助
�

 

�
�
�
�
�
知
�
�

　

白
鷹
町
で
は
、
小
中
学
校
に
在

学
（
就
学
）
す
る
お
子
さ
ん
の
学

用
品
費
や
給
食
費
な
ど
就
学
費
用

の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児

童
生
徒

▼
内
容　

学
用
品
費
、
給
食
費
な

ど■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
係
（
☎
85

－

６
１
４
４
）

�
白
鷹
都
市
計
画
区
域
�
整
備
�

 
開
発
及
�
保
全
�
方
針�
案
��

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

白
鷹
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
（
案
）
の
縦
覧
を
12
月
26

日
か
ら
来
年
１
月
16
日
ま
で
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

県
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
・
西
置

賜
道
路
計
画
課
都
市
計
画
係
、
並

び
に
町
建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

窓
口
で
縦
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.yam

agata.jp/db/
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く
だ
さ
い
。

▼
採
用
時
期

・
看
護
師　

平
成
16
年
４
月
１
日

・
そ
れ
以
外
の
職
種
は
、
平
成
16

年
６
月
１
日

▼
試
験
日　

２
月
７
日
（
土
）

▼
内
容　

一
般
教
養
、
作
文
、
面

接▼
試
験
会
場　

み
ゆ
き
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
受
付
期
間　

１
月
５
日
（
月
）

〜
20
日
（
火
）
必
着

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９

９
２

－

０
８
２
１
白
鷹
町
大
字
十

王
５
０
５
９

－

13　

み
ゆ
き
整
形

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
老
健
開
設
準
備

室
（
☎
85

－

５
５
３
３
）

 

講
演
会
�
�
知
�
�

▼
い
つ　

１
月
28
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

遊
学
館
（
山
形
市
）

▼
内
容　

「
自
閉
症
・
広
汎
性
発

達
障
害
児
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
育
て
る
〜
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
の
紹

介
〜
」

・
講
師　

県
中
央
児
童
相
談
所
副

所
長
・
精
神
科
医
師　

神
田
秀
人

さ
ん

▼
申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
参
加
無
料

▼
し
め
き
り　

１
月
22
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

県
中
央

児
童
相
談
所
（
☎
０
２
３

－

６
２

７

－

１
１
９
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３

－

６
２
７

－

１
１
１
４
）

 

地
球
環
境
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

 

�
利
用
�
�
�
�
�
�
�

「
＠
ビ
リ
ン
グ
」
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

電
話
料
金
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
郵

送
（
書
面
）
に
代
え
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
ご
利
用
料

金
や
通
話
明
細
な
ど
を
ご
確
認
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
月
額
使
用
料
や
工
事
料
は

無
料
で
、
紙
資
源
の
節
約
に
つ
な

が
り
地
球
環
境
の
保
護
に
役
立
ち

ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

☎
１
１
６
番

 

消
費
税
�
変
�
�
�
�

　

消
費
税
法
の
中
小
企
業
に
対
す

る
特
例
措
置
は
、
次
の
と
お
り
改

正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
事
業
者
免
税
点
の
適
用
上
限
の

引
き
下
げ

　

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
基
準

期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が
１

軽自動車の手続きはお済ですか？

　軽自動車税は、４月１日現在において、原動機付自

転車、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪の小型自動

車に対し、その所有者に課税されます。

　よって、平成16年３月までに廃車・名義変更の手続

きを済ませますと、平成16年度軽自動車税は課税され

ません。

軽自動車税の減免

　身体障害者のかたの軽自動車税の減免は毎年申請が

必要です。平成16年度の申請の期間は、平成16年５月

中旬（納付書発送後）から納期限（平成16年５月末日）

の７日前までです。申請の際、身体障害者手帳、免許

証、軽自動車税の納付書、印鑑をお持ちください。

　ただし、障害の種類や等級により該当にならない場

合もありますので、役場税務出納課までお問い合わせ

ください。

■問い合わせ　税務出納課住民税係（☎85－6132）

千
万
円
（
現
行
３
千
万
円
）
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
引

き
下
げ

　

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
基
準
期
間
に
お
け
る

課
税
売
上
高
の
上
限
が
５
千
万
円

（
現
行
２
億
円
）
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

　

簡
易
課
税
と
は
、
そ
の
課
税
期

間
に
お
け
る
課
税
標
準
額
に
対
す

る
消
費
税
額
を
基
に
し
て
、
仕
入

控
除
税
額
を
計
算
す
る
制
度
で
す
。

▼
適
用
開
始
課
税
期
間

　

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
個
人
事
業

者
は
平
成
17
年
分
か
ら
、
事
業
年

度
が
１
年
で
あ
る
法
人
に
つ
い
て

は
、
平
成
17
年
３
月
決
算
分
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

＊
基
準
期
間
と
は
、
個
人
事
業
者

に
つ
い
て
は
そ
の
前
々
年
度
を
い

い
、
法
人
に
つ
い
て
は
そ
の
事
業

年
度
の
前
々
事
業
年
度
を
い
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
事
業
者

の
平
成
17
年
分
の
基
準
期
間
は
平

成
15
年
分
、
事
業
年
度
が
１
年
で

あ
る
法
人
の
平
成
17
年
３
月
決
算

分
の
基
準
期
間
は
平
成
15
年
３
月

決
算
分
と
な
り
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署

（
☎
84

－

１
８
１
０
）

 

租
税
教
室
�
税
務
署
見
学
�

 

�
案
内

　

長
井
税
務
署
で
は
、
皆
さ
ん
に

税
の
意
義
や
役
割
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
学
校
の
授
業
、
公

民
館
活
動
、
職
場
研
修
な
ど
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
租
税
教

室
の
開
催
及
び
税
務
署
見
学
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
税
務
署
総

務
課
（
☎
84

－

１
８
１
０
）

 

自
衛
隊
米
沢
募
集
事
務
所

 

事
務
所
移
転
�
�
知
�
�

　

12
月
１
日
よ
り
左
記
の
場
所
に

移
転
し
ま
し
た
。
自
衛
官
の
募
集

な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

▼
移
転
先　

米
沢
市
中
央
７
丁
目

５

－

78
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

０

０
１
１
）
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白
鷹
町
の
山
肌
に
は
、
ま
だ
冬
を

感
じ
さ
せ
る
雪
の
白
さ
は
到
来
し
て

い
な
い
が
、
今
年
も
あ
と
３
週
間
ほ

ど
で
新
し
い
年
と
な
る
。
平
成
16
年

（
２
０
０
４
年
）10
月
に
は
、
白
鷹
町

は
昭
和
29
年
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生

し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
、
半
世
紀

の
歴
史
を
刻
む
。
早
い
も
の
で
あ
る
。

　

半
世
紀
前
の
本
町
の
先
人
た
ち
は
、

こ
の
地
を
も
っ
て〝
白
鷹
町
〞と
命
名

さ
れ
た
。
当
時
の
決
断
に
感
謝
し
た

い
。
誰
も
が
、
自
分
の
住
む
、
あ
る

い
は
ふ
る
さ
と
で
あ
る
町
に
誇
り
や

愛
着
を
持
ち
た
い
と
思
う
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
し
、
町
の
名
称
に
つ

い
て
も
そ
う
だ
と
思
う
。
人
の
生
涯

を
と
お
し
て
決
し
て
消
え
去
る
こ
と

の
な
い
郷
愁
と
し
て
心
に
存
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
は
個
人
と
し

て
、
白
鷹
（
し
ら
た
か
）
と
い
う
名

称
と
響
き
に
誇
り
を
感
じ
て
い
る
。

時
折
、
町
外
の
人（
む
し
ろ
県
外
の

人
で
あ
る
）か
ら
、〝
白
鷹
〞
と
い
う

名
称
は
良
い
。
あ
な
た
の
町
で
何
か

ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
る
場
合
、
そ
の
ブ

ラ
ン
ド
名
は
〝
白
鷹
〞
と
い
う
名
を

冠
す
れ
ば
、
白
鷹
○
○
○
と
す
れ
ば
、

そ
れ
が
一
番
良
い
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
何
度
か
あ
る
。
う

れ
し
い
こ
と
だ
。

　

先
日
、
東
京
で
、
あ
る
企
業
の
社

長
さ
ん
と
産
業
振
興
や
地
域
づ
く
り

に
関
し
話
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

氏
は
、
そ
の
席
に
「
日
本
の
野
鳥
５

９
０
」
と
い
う
本
と
山
形
県
内
陸
部

の
地
図
を
持
参
さ
れ
て
い
た
。「
日
本

の
野
鳥
５
９
０
」
は
、
最
新
の
野
鳥

の
観
察
書
と
し
て
大
変
す
ぐ
れ
て
お

り
、
５
９
０
種
の
野
鳥
を
写
真
で
解

説
し
て
い
る
。
鷹
に
関
し
て
は
、
１

１
９
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

４
カ
所
に
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
中
に
は
、
白
色
の
シ
ロ
ハ
ヤ
ブ

サ
も
含
ま
れ
て
い
る
。
１
枚
の
地
図

に
は
白
鷹
山
を
中
心
と
し
て
〝
鷹
〞

の
つ
く
山
名
が
マ
ー
カ
ー
ペ
ン
で
な

ぞ
ら
れ
て
い
る
。
白
鷹
山
、
鷹
戸
屋

山
、
大
鷹
山
、
鷹
戸
山
、
鷹
取
山
の

５
つ
。
こ
れ
ら
は
、
白
鷹
、
山
形
、

南
陽
、
上
山
に
属
す
る
。
氏
は
言
う
。

「
白
鷹
山
周
辺
に
は
、
こ
ん
な
に
多

く
鷹
の
つ
く
山
が
あ
る
。
こ
の
辺
は
、

日
本
有
数
の
鷹
の
住
ん
で
い
た
、
い

わ
れ
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
の

か
。
白
い
鷹
も
い
た
の
で
な
い
か
」。

氏
は
外
国
暮
ら
し
が
長
く
、
野
鳥
に

見
識
の
高
い
か
た
で
あ
る
。
地
元
に

い
る
の
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

こ
ん
な
に
鷹
の
入
っ
た
山
名
が
あ
る

と
は
。
猛
烈
に
興
味
が
走
っ
た
。

　

図
書
館
か
ら
全
都
道
府
県
地
図
と

日
本
山
岳
大
辞
典
を
借
り
、
わ
が
国

に
お
け
る
同
辞
典
に
掲
載
の
す
べ
て

の
山
１
万
２
０
０
０
に
つ
い
て
鷹
の

つ
く
山
名
を
ひ
ろ
っ
て
み
た
。

　

そ
の
結
果
、
驚
い
た
。
氏
の
言
う

と
お
り
白
鷹
山
周
辺
は
、
ま
さ
に
全

国
一
の
鷹
の
名
の
多
い
山
並
み
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
山
形
県
に
は
９
つ
、

岩
手
に
６
つ
、
群
馬
に
４
つ
、
福
島
、

神
奈
川
、
長
野
、
広
島
、
福
岡
に
各

３
つ
、
鷹
の
名
の
つ
く
山
が
あ
る
。

色
を
冠
し
た
鷹
の
山
は
、
も
ち
ろ
ん

白
鷹
山
だ
け
で
あ
る
。

　

白
鷹
山
に
先
人
た
ち
は
ど
ん
な
想

い
を
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
も

な
く
、
白
鷹
町
誕
生
半
世
紀
最
後
の

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
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ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（横　山　直　人　　荒砥甲
辻　田　美　穂　　和歌山県

（竹　田　昭　弘　　佐野原
横　澤　里　加　　深　山

（土　屋　功　司　　十　王
小　出　明　美　　福島県

（齋　藤　昭　博　　滝　野
山　口　裕希絵　　南陽市

（衣　袋　文　彦　　荒砥乙
西　塚　美　和　　広　野

（五十嵐　亮　二　　荒砥甲
海　鉾　沙　織　　山形市

（梅　津　隼　人　　浅　立
我　彦　　恵　　　米沢市

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
荒砥乙　大　木　う　め　82
鮎　貝　江　口　き　く　81
荒砥甲　齋　藤　　毅　　73
鮎　貝　岩　沢　義　夫　81
畔　藤　田　中　耕　一　77
滝　野　竹　田　榮　一　82
深　山　樋　口　た　い　78
高　玉　金　田　昭　二　76
荒砥乙　小　林　ト　モ　91
針　生　齋　藤　幸　平　84
横田尻　金　田　キクエ　92
深　山　羽　田　與　七　83
畔　藤　舩　山　仁兵衞　87
萩　野　紺　野　い　し　87
畔　藤　岡　崎　春　雄　89
十　王　渡　邊　七　衛　78
広　野　新　野　と　も　97

No.886
2003-12

-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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�
白
�
鷹
�
再
�
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

滝　野 海谷 孝　二 香
か

　綸
りん

幸　恵

横田尻 須貝 明　人 綾
あや

　奈
な

祐　子

十　王 小林 和　春 春
はる

　貴
き

典　子

鮎　貝 馬場 弘　二 小
こ

　羽
はね

千鶴子


